
 



第 1 章 調査の概要 

 

1.調査の目的 

本調査は、子どもの可能性を伸ばす学びとして、インターナショナルスクール誘致を含め

た、国際教育の推進に対するニーズや現状把握を行い、今後の施策の参考とすることを目的

に実施しました。 

 

2.調査方法 

調査対象 市内の未就学児又は小学生のお子様がいる保護者、

今後印西市で子育てをしていきたい方 

調査方法 ちば電子申請サービス 

調査期間 令和８年 10 月１日～10 月 21 日 

 

3.回答状況 

707 件 

 

4.調査項目 

（1）お住いの地域について 

（2）お子様について 

人数、年齢、就園・就学状況、卒業後の進路、将来身につけてほしい英語力 

（3）インターナショナルスクールについて 

   インターナショナルスクールへの関心、学費、通学可能な距離 

（4）国際的な教育について 

（5）国際教育についての自由意見 

 

  



第 2 章 調査結果 
1.集計結果（単純集計） 

①.お住いの地域について（n=707） 

地域（中学校区） ｎ ％ 

印西中学校 53 7.5％ 

船穂中学校 30 4.2％ 

木刈中学校 123 17.4％ 

小林中学校 25 3.5％ 

原山中学校 72 10.2％ 

西の原中学校 238 33.7％ 

印旛中学校 19 2.7％ 

本埜中学校 3 0.4％ 

滝野中学校 126 17.8％ 

その他（市外・分からない） 18 2.5％ 

 

②.お子様の人数について(n=707) 

人数 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人以上 妊娠中・予定 

ｎ 242 351 96 14 3 1 

割合 34.2％ 49.6％ 13.6％ 2.0％ 0.4％ 0.1％ 

 

③.お子様の年齢について(n=874) 

年齢 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 

ｎ 29 67 100 122 113 132 70 

割合 3.3％ 7.7％ 11.4％ 14.0％ 12.9％ 15.1％ 8.0％ 

年齢 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 妊娠中・予定 - 

ｎ 76 45 48 32 39 1 - 

割合 8.7％ 5.1％ 5.5％ 3.7％ 4.5％ 0.1％ - 

 

  



④.現在のお子様の状況について(n=872) 

状況 ｎ 割合 

未就園 35 4.0％ 

一般的な幼稚園・保育園に通っている 446 51.1％ 

インターナショナル（バイリンガル）幼稚園・保育園に通っている 82 9.4％ 

印西市内の公立小学校に通っている 305 35.0％ 

私立小学校・国公立の小学校に通っている 0 0.0％ 

インターナショナル(バイリンガル）スクールに通っている 0 0.0％ 

妊娠中・予定 0 0.0％ 

その他 4 0.5％ 

 

⑤.幼稚園・保育園卒園、小学校卒業後の進路について(n=707) 

進路 小学校又は中学校もイン

ターナショナル（バイリ

ンガル）スクールを検討 

小学校又は中学校は国

際教育に力を入れた私

立校も検討 

小学校又は中学校は公

立校に通わせたい 

その他 

ｎ 38 99 535 35 

割合 5.4％ 14.0％ 75.7％ 5.0％ 

 

⑥.将来身につけてほしい英語力について(n=707) 

英語力 海外で暮らす

ことができる 

日本国内で英語を使

って仕事ができる 

英 語 で 日 常 会

話ができる 

受 験 で 必 要

なレベル 

特に 希望 は

ない 

その他 

ｎ 133 195 249 77 47 6 

割合 18.8％ 27.6％ 35.2％ 10.9％ 6.6％ 0.8％ 

 

⑦.インターナショナルスクールへの関心について(n=707) 

関心 非常に関心が

ある 

関心がある 少し関心があ

る 

あまり関心が

ない 

全く関心がな

い 

その他 

ｎ 168 152 193 140 49 5 

割合 23.8％ 21.5％ 27.3％ 19.8％ 6.9％ 0.7％ 

 

⑧.お子様 1 人にかけられる学費について(n=707) 

学費 月 15 万

円以上 

月 10 万

円以上 

月 7 万円

以上 

月 5 万円

以上 

月 3 万円

以上 

月 1 万円

以下 

その他 

ｎ 21 46 72 146 260 137 25 

割合 3％ 6.5％ 10.2％ 20.7％ 36.8％ 19.4％ 3.5％ 



⑨.通学可能な距離について（親の送迎）(n=707) 

片道 45 分以上でも

通える 

30 分程度であ

れば通える 

20 分程度であ

れば通える 

15 分以内であ

れば通える 

親が車で送迎

することは考

えていない 

その他 

ｎ 14 164 160 180 184 5 

割合 2.0％ 23.2％ 22.6％ 25.5％ 26.0％ 0.7％ 

 

⑩. 通学可能な距離について（バス）(n=707) 

ス ク ー ル

バス片道 

30 分以上乗っ

ても良い 

20 分以上乗っ

ても良い 

10 分以上乗っ

ても良い 

スクールバス

での通学は考

えていない 

その他 

ｎ 192 345 121 42 7 

割合 27.2％ 48.8％ 17.1％ 5.9％ 1.0％ 

 

⑪.国際的な教育について(n=707) 

回答 授業だけで良

い 

無料で課外授

業があれば受

けたい 

有料でも課外

授業があれば

受けたい 

積極的に英語

を習わせたい 

その他 

ｎ 49 274 153 211 20 

割合 6.9％ 38.8％ 21.6％ 29.8％ 2.8％ 

 

  



2.集計結果（クロス集計） 

 

①.「就園・就学状況」、「卒業後の進路」による集計(n=872) 

  1-4.幼稚園・保育園卒園、小学校卒業後の進路について 

回答 小学校又は中学校も

インターナショナル

（バイリンガル）ス

クールを検討 

小学校又は中学校

は国際教育に力を

入れた私立校も検

討 

小学校又は中学校

は公立校に通わせ

たい 

その他 

現

在

の

お

子

様

の

状

況

に

つ

い

て 

 回答数 41 114 673 44 

未就園 35 2 5 28 0 

一般的な幼稚

園・保育園に

通っている 

446 19 43 365 19 

インターナシ

ョナル（バイ

リンガル）幼

稚園・保育園

に通っている 

82 8 15 53 6 

印西市内の公

立小学校に通

っている 

305 12 50 224 19 

私立小学校・

国公立の小学

校に通ってい

る 

0 0 0 0 0 

インターナシ

ョ ナ ル ( バ イ

リンガル）ス

クールに通っ

ている 

0 0 0 0 0 

妊娠中・予定 0 0 0 0 0 

その他 4 0 1 3 0 

※子どもが複数人いる回答については、1 番目の子どもの進路に対する回答を 2 人目以降も同様とした。 

 

 

 



②.「居住地（中学校別）」、「卒業後の進路」による集計(n=707) 

  1-4.幼稚園・保育園卒園、小学校卒業後の進路について 

 小学校又は中学校も

インターナショナル

（バイリンガル）ス

クールを検討 

小学校又は中学校

は国際教育に力を

入れた私立校も検

討 

小学校又は中学校

は公立校に通わせ

たい 

その他 

  

お

住

ま

い

の

地

域

に

つ

い

て 

 回答数 41 114 673 44 

印西中学校 53 4 5 42 2 

船穂中学校 30 2 4 23 1 

木刈中学校 123 9 10 102 2 

小林中学校 25 1 2 22 0 

原山中学校 72 7 10 50 5 

西の原中学校 238 7 36 182 13 

印旛中学校 19 2 2 12 3 

本埜中学校 3 0 0 3 0 

滝野中学校 126 5 28 85 8 

その他（市外・

不明） 

18 1 2 14 1 

 

③. 「居住地（中学校別）」、「お子様 1 人にかけられる学費」による集計(n=707) 

  

  

2‐2.お子様 1 人にかけられる学費について 

回答 月 15 万

円 以 上

（ 年 間

180 万

円） 

月 10 万

円 以 上

（ 年 間

120 万

円） 

月 7 万

円 以 上

（ 年 間

84 万

円） 

月 5 万

円 以 上

（ 年 間

60 万

円） 

月 3 万

円 以 上

（ 年 間

42 万

円） 

月 1 万

円 以 下

（ 年 間

12 万

円） 

そ の

他 

お

住

ま

い

の

地

域

に

つ

回答 回答数 21  46  72  146  260  137  25  

印西中学校 53  1  5  2  9  18  15  3  

船穂中学校 30  0  3  0  5  15  7  0  

木刈中学校 123  8  7  17  30  38  20  3  

小林中学校 25  0  0  1  5  10  8  1  

原山中学校 72  5  8  5  10  29  12  3  

西の原中学校 238  5  11  28  50  88  48  8  

印旛中学校 19  0  0  3  5  6  3  2  

本埜中学校 3  0  0  0  0  2  1  0  



い

て 

滝野中学校 126  2  12  15  30  48  17  2  

その他（市外・

分からない等） 

18  0  0  1  2  6  6  3  

 

④. 「居住地（中学校別）」、「国際的な教育について」による集計(n=707) 

  

  

 3－1.国際的な教育について 

回答 授業だけで

良い 

無 料 で 課 外 授

業 が あ れ ば 受

けたい 

有 料 で も 課 外

授 業 が あ れ ば

受けたい 

積極的に英

語を習わせ

たい 

そ の

他 

  

お

住

ま

い

の

地

域

に

つ

い

て 

回答 回答数 49  274  153  211  20  

印西中学校 53  6  26  8  13  0  

船穂中学校 30  2  12  7  8  1  

木刈中学校 123  10  38  31  40  4  

小林中学校 25  2  10  7  5  1  

原山中学校 72  6  24  10  26  6  

西の原中学校 238  14  106  45  69  4  

印旛中学校 19  2  6  8  3  0  

本埜中学校 3  0  3  0  0  0  

滝野中学校 126  5  39  35  44  3  

その他（市外・

分からない等） 

18  2  10  2  3  1  

 

⑤.「居住地（中学校別）」、「インターナショナルスクールへの関心」による集計(n=707) 

  

  

2-1.インターナショナルスクールへの関心について 

回答 非常に関

心がある 

関 心 が あ

る 

少し関心

がある 

あまり関

心がない 

全く関心

がない 

そ の

他 

お

住

ま

い

の

地

域

に

つ

回答 回答数 168  152  193  140  49  5  

印西中学校 53  12  10  12  15  4  0  

船穂中学校 30  5  6  11  7  1  0  

木刈中学校 123  31  20  39  29  4  0  

小林中学校 25  7  4  5  5  4  0  

原山中学校 72  21  11  21  15  3  1  

西の原中学校 238  52  60  65  40  18  3  

印旛中学校 19  4  7  6  2  0  0  

本埜中学校 3  0  0  2  1  0  0  



い

て 

滝野中学校 126  33  31  28  20  13  1  

その他（市外・

分からない等） 

18  3  3  4  6  2  0  

 

⑥.「お子様の年齢」、「インターナショナルスクールへの関心」による集計(n=874)  
2-1.インターナショナルスクールへの関心について 

回答 非 常 に 関

心がある 

関心があ

る 

少し関心

がある 

あまり関

心がない 

全く関心

がない 

そ の

他 

  

お

子

様

の

年

齢

に

つ

い

て 

回答 回答数 207  188  242  175  57  5  

0 歳 29  5  6  9  8  1  0  

1 歳 67  19  14  15  13  5  1  

2 歳 100  25  21  27  24  3  0  

3 歳（年少） 122  27  33  32  22  8  0  

4 歳（年中） 113  26  30  25  23  9  0  

5 歳（年⾧） 132  29  17  47  28  11  0  

6 歳（小学 1 年） 70  21  13  23  6  6  1  

7 歳（小学 2 年） 76  17  18  17  21  3  0  

8 歳（小学 3 年） 45  9  11  12  10  3  0  

９歳（小学 4

年） 

48  9  10  16  6  5  2  

10 歳（小学 5

年） 

32  8  9  9  5  1  0  

11 歳（小学 6

年） 

39  12  5  10  9  2  1  

妊娠中・予定 1  0  1  0  0  0  0  

※子どもが複数人いる回答については、1 番目の子どもの年齢に対する回答を 2 人目以降も同様とした。 

 

⑦.「就園・就学状況」、「インターナショナルスクールへの関心」による集計(n=872) 

  

  

2-1.インターナショナルスクールへの関心について 

回答 非常に関

心がある 

関心があ

る 

少し関心

がある 

あまり関

心がない 

全く関心

がない 

そ の

他 

  

現

在

の

回答 回答数 206  189  240  175  57  5  

未就園 35  7  9  9  10  0  0  

一 般 的 な 幼 稚

園・保育園に通

446  81  92  131  104  37  1  



お

子

様

の

状

況

に

つ

い

て 

っている 

イ ン タ ー ナ シ

ョナル（バイリ

ン ガ ル ） 幼 稚

園・保育園に通

っている 

82  42  22  15  3  0  0  

印 西 市 内 の 公

立 小 学 校 に 通

っている 

305  76  64  85  56  20  4  

私立小学校・国

公 立 の 小 学 校

に通っている 

0  0  0  0  0  0  0  

イ ン タ ー ナ シ

ョナル(バイリ

ンガル）スクー

ル に 通 って い

る 

0  0  0  0  0  0  0  

妊娠中・予定 0  0  0  0  0  0  0  

その他 4  0  2  0  2  0  0  

※子どもが複数人いる回答については、1 番目の子どもの進路に対する回答を 2 人目以降も同様とした。 

 

⑧.「お子様 1 人にかけられる学費」、「インターナショナルスクールへの関心」による集計

(n=707) 

  

  

2-1.インターナショナルスクールへの関心について 

回答 非 常 に 関

心がある 

関 心 が

ある 

少し関心

がある 

あまり関

心がない 

全く関心

がない 

そ の

他 

お

子

様

1

人

に

か

け

ら

れ

回答 回答数 168  152  193  140  49  5  

月 15 万円以上

（年間 180 万円） 

21  18  0  3  0  0  0  

月 10 万円以上

（年間 120 万円） 

46  20  9  8  5  4  0  

月 7 万円以上（年

間 84 万円） 

72  28  26  10  5  2  1  

月 5 万円以上（年

間 60 万円） 

146  43  42  44  12  4  1  

月 3 万円以上（年 260  45  51  82  61  19  2  



る

学

費 

間 42 万円） 

月 1 万円以下（年

間 12 万円） 

137  13  21  42  45  16  0  

その他 25  1  3  4  12  4  1  

 

⑨.「居住地（中学校別）」、「通学可能な距離について（親の送迎）」による集計(n=707) 

  

  

2-3.通学可能な距離について（親の送迎） 

回答 片 道 45

分以上で

も通える 

片 道 30

分程度で

あれば通

える 

片 道 20

分程度で

あれば通

える 

片 道 15

分以内で

あれば通

える 

親が車で送

迎すること

は考えてい

ない 

その他 

  

お

住

ま

い

の

地

域

に

つ

い

て 

回答 回答数 14  164  160  180  184  5  

印西中学校 53  1  16  10  16  10  0  

船穂中学校 30  0  7  8  8  6  1  

木刈中学校 123  3  23  25  31  41  0  

小林中学校 25  0  5  11  3  6  0  

原山中学校 72  4  15  14  16  23  0  

西 の 原 中 学

校 

238  1  49  57  71  58  2  

印旛中学校 19  1  8  4  2  4  0  

本埜中学校 3  0  0  1  1  1  0  

滝野中学校 126  4  34  28  28  31  1  

そ の 他 （ 市

外・分からな

い等） 

18  0  7  2  4  4  1  

 

⑩.「居住地（中学校別）」、「通学可能な距離について（バス）」による集計(n=707) 

   2－4.通学可能な距離について（バス） 

回答 ス ク ー ル バ

スならば 30

分 以 上 乗 っ

ても良い 

ス ク ー ル バ

スならば 20

分 程 度 乗 っ

ても良い 

ス ク ー ル バ

スならば 10

分 程 度 乗 っ

ても良い 

スクールバスで

の通学は考えて

いない。（親が送

迎する） 

そ

の

他 

  

お

住

回答 回答数 192  345  121  42  7  

印西中学校 53  15  24  7  6  1  

船穂中学校 30  6  14  7  3  0  



ま

い

の

地

域

に

つ

い

て 

木刈中学校 123  32  57  26  7  1  

小林中学校 25  4  19  2  0  0  

原山中学校 72  20  36  13  3  0  

西 の 原 中 学

校 

238  57  124  41  13  3  

印旛中学校 19  9  7  2  1  0  

本埜中学校 3  0  3  0  0  0  

滝野中学校 126  42  56  19  8  1  

そ の 他 （ 市

外・分からな

い等） 

18  7  5  4  1  1  

 

3.自由意見要旨 

本市におけるインターナショナルスクールの誘致を含む国際教育の推進に関して、皆様か

ら 224 件の自由意見が寄せられました。寄せられた多様なご意見について、主な内容を以

下のとおり「賛成意見」「反対意見」「その他（要望・懸念事項等）」に分類しました。 

 

（1）賛成意見（国際教育の推進・スクール誘致・環境充実） 

国際教育の推進や多様な教育環境の整備に対しては、将来を見据えた人材育成や地域の活

性化の観点から多くの前向きな意見が寄せられました。 

 

・実用的な語学力と国際感覚の早期育成 

受験対策や机上の学習に留まらず、幼少期や小学校段階から「生きた英語」や日常会話に

触れ、コミュニケーションの手段として英語を自然に習得できる環境があると良い。また、

多様な文化や価値観に触れることで、異文化理解や国際的な視野を養うことも重要である。 

・地域特性を活かした市のブランディングと持続可能な街づくり 

成田・羽田空港への優れたアクセスや、市内におけるデータセンター・外資系企業の集積

という地域特性を活かし、地域の産業と結びついた国際教育を推進すべき。国際教育の推進

が子育て世代の転入促進や市のブランディングにつながる。 

・教育の選択肢の拡充と利便性の向上 

市内にインターナショナルスクールや国際教育に特化した学校、あるいは英語に強い学

習環境が整備されれば、遠方や都内への通学・転居を検討する必要がなくなるため、子育て

世帯にとって大きなメリットである。 

・将来のキャリアの可能性の拡大 

グローバル化が進む社会において、子どもたちが将来的に幅広い進路や職業を選択でき

るよう、早い段階から国際的な教育環境を提供してほしい。 



 

（2）反対意見（スクール誘致・過度な国際化・外国人の増加に対する懸念） 

賛成意見も多く寄せられる一方で、インターナショナルスクールの誘致や急激な国際化

の推進に対しては、費用面での不公平感や治安・文化面での摩擦に対する懸念や反対の意見

が寄せられました。 

 

・経済的負担の偏りと公平性の課題 

インターナショナルスクールは一般的に学費が高額であり、恩恵を受けるのが一部の富

裕層や特定の家庭に限定されるのではないか。公的資金の投入や特定層向けの施策に偏る

ことに対しては慎重であるべき。 

・治安の悪化や生活マナーに関する懸念 

外国籍住民の増加に伴う、自転車の交通マナーやゴミ捨て等の生活ルールの不徹底、治安

悪化に対する不安がある。「国際教育」を名目とした無秩序な受け入れに対しては反対であ

り、市民の平穏な生活環境の維持を最優先すべき。 

・宗教や文化的背景に起因する摩擦への警戒感 

特定の宗教や文化的背景を持つ人々の増加や、それが教育現場・地域社会に及ぼす影響に

ついて、価値観の相違や摩擦を懸念している。 

 

(3)その他（要望・条件・懸念事項など） 

国際教育の必要性や方向性については多様な意見があり、具体的な実施方法や制度設計

に対して要望や懸念が寄せられました。 

 

・公立学校における「すべての子どもが平等に受けられる」教育環境の充実 

高額なスクールの誘致よりも、既存の公立小中学校においてネイティブ講師の配置拡充、

授業時間の確保、レベル別授業の導入などを行い、経済力に関係なくすべての児童・生徒が

質の高い英語教育を受けられる仕組みがあると良い。 

・日本語・日本文化の土礎づくりとのバランス 

外国語学習の前に、母国語（国語）の能力や日本の歴史・伝統、教養をしっかりと身につ

けさせるべき。言語能力が中途半端になるリスク（ダブルリミテッド）を避け、バランスの

取れたカリキュラムを望む。 

・共働き世帯への配慮と現実的なサポート体制 

共働き家庭が多く、平日日中の送迎負担があることから、「学校や学童における課外プロ

グラムの実施」「スクールバスの運行」など、現実的に利用しやすいものが望まれる。 

・進路の確実性と制度面への理解 

インターナショナルスクール等に通わせた場合の就学義務や、卒業後の進路、転校リスク

等について、十分な検証と情報提供を求める。 



・多様な言語・文化交流の推進 

英語に限らず、中国語やフランス語など他言語に触れる機会のほか、地域住民や地元企業

を巻き込んだ実践的な国際交流、ホームステイ受け入れなどのプログラム拡充があると良い。 



 

＜参考資料＞ 



 



 



 


